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「行革甲子園2022」エントリーシート

○枠の大きさは適宜変更していただいてかまいません。

○内容を補足説明する資料がある場合は、添付していただいて結構です。

ただし、エントリーシートのみで完結する内容としてください。

○作成例として、これまでの大会の提出事例を愛媛県ホームページに掲載していますので、

参考にしてください。

（ホームページアドレス）

https://www.pref.ehime.jp/h10800/shichoshinko/renkei/gyoukakukoushien.html

○エントリーシート及び概要版については、ホームページ等で公表を予定しています。

○審査においては、以下の「創（そう）」・「効（こう）」・「種（しゅ）」・「プレゼンテーショ

ン（最終審査のみ）」を観点に評価することとしていますので、エントリーシート作成に

あたってはご留意ください。

（評価のポイント）

※エントリーシートは、ホームページに掲載する予定のため、地図、イラスト、写真などを

使用する場合は、著作権等の扱いにご配慮をお願いします。

※フォントや書体は指定しませんが、読み手が見やすいよう工夫してください。

創（そう） 創意工夫あふれる取組か、独創性・先進性があるか

効（こう） 費用対効果の高い取組か

種（しゅ） 他にアイデアの種を提供する取組か（他の自治体に広がる取組か）

プレゼンテーション
（最終審査のみ）

取組の意図や内容がよく伝わるプレゼンであったか

エントリーシート作成にあたっての留意事項

提出締切／2022 年５月 20日（金）

提出先 g-koushien@pref.ehime.lg.jp (愛媛県市町振興課)
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市区町村名 奈良県葛城市

担当部署 市民生活部環境課

電話番号 0745-44-5004

１ 取組事例名

・取組事例を表す分かりやすい名称（タイトル）を記入してください。

葛城おもちゃ病院の開院 ～こわれたおもちゃをもう一度～

２ 取組期間

・実施年度や期間を明記してください。（例）令和元年度～（継続中）

平成 26 年 12 月～（継続中）

３ 取組概要

・取組の概要を簡潔に記入してください。

おもちゃ病院を開院し、市民が持参した壊れたおもちゃをおもちゃドクターの手で修理するボランティア

活動です。

４ 背景・目的

・実施に至った背景や経緯、取組の目的を記入してください。

ごみの減量化の一環としてこの事業を実施するに至りました。

取組の目的は、廃棄物の抑制(リデュース）や、修理すること(リペアー)で子どもたちの「ものを大切にす

る心」を育む心を養うことです
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５ 取組の具体的内容

・取組の内容が分かるように記入してください。（文字数などの制限はありません）

・適宜、図表やポンチ絵、写真を活用してください。

・毎月第３火曜日に開院し、10 時から 14 時までおもちゃドクターによる修理を行っています。市のイベン

トがある場合は、場所や日時を変更しています。

・おもちゃドクターは、市内市外から毎回 15名ほど来られます。

・ドクターによって得意なおもちゃの種類があり、音楽が流れるおもちゃから乗り物やロボット、ぬいぐる

みなど様々なおもちゃの修理を行っています。

・市民が持参した壊れたおもちゃを受付後、まずおもちゃを診断し、おもちゃの種類や内容、故障の原因・

治療の内容を記録し、即日修理可、入院による修理対応、修理不能などを判断します。

・修理の結果、即日退院の場合は、おもちゃ病院から市民へ連絡してその日に取りに来てもらい、入院を要

する修理の場合は、修理後に葛城市環境課へ取りに来てもらうようになっています。
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・修理に係る費用は無料です。（※部品を交換する場合は別途費用が発生します）

・葛城市からは、チラシ作成、開院場所の提供、開院日時の広報及び事務用品等の支給を行っています。

６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点）

・取組の独自性や新規性、工夫した点などについて記入してください。

行政主導ではなく、ボランティア団体の創意工夫によって活動をしていただいております。行政はそのお手

伝いとして、場所や消耗品等の提供や市の広報への掲載などを行い、事業に取り組んでいます。

７ 取組の効果・費用

・これまで得られた効果や、今後見込まれる効果について具体的に記入してください。
・効果額など数値で表せるものについては、なるべく数値を記入してください。
・取組に要した費用を把握している場合には、記入してください。

＊ 効果について
おもちゃドクターは年配の方が多く、おもちゃを持参されるのは親子連れが多いため、三世代交流・異世

代交流ができます。
おもちゃを修理して使うという体験をするため、子どもの頃から『ものを大切にする』という意識の醸成

ができます。

＊ 実績について
これまで約１６００個のおもちゃが、ごみとして捨てられるのではなく、遊び道具や思い出の品としてよ

みがえりまりした。
直近３年間のおもちゃ病院開院の実績として

・ 令和元年度 12 回開院 来客数 161 人 修理受付件数 285 件
・ 令和２年度※ 10 回開院 来客数 119 人 修理受付件数 214 件
・ 令和３年度※ 5回開院 来客数 57 人 修理受付件数 104 件
※ コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した月があります



5

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点）

・取組を進めていくなかでの課題や問題点、苦労した点、それをどのように克服したか等について、記入し

てください。

・以前は、おもちゃドクター養成のために講習会を開催していました。しかし、講習を受けたもののおもち

ゃドクターとしてボランティア活動をする方が少なく、おもちゃドクターの新規発掘が進まないため、講習

会を開かなくなりました。

・修理を要するおもちゃが古すぎて部品がなかったり修理できない状況に対応するため、家でいらなくなっ

たおもちゃを回収したいのですが、なかなか回収する方法が見つかりません。

９ 今後の予定・構想

・今後の展開や、将来的な構想があれば記入してください。

コロナウイルス感染対策のために休院した時があるが、今後イベントへの参加等を再開しておもちゃの修

理件数を増やしていき、ごみの発生を抑えてごみを資源として利用し、資源循環型社会形成の一助になるよ

うにしていきたいです。

１０ 他団体へのアドバイス

・同様の取組にチャレンジしようとする他団体へのアドバイスを記入してください。

修理をしてほしいおもちゃや思いが詰まったおもちゃを持っている方は意外に多いと思います。他の市町

村で修理に取り組んでいるドクターも応援に来てくれるので、チャレンジしやすい事業です。

１１ 取組について記載したホームページ

・取組について掲載しているＨＰがある場合には、ＵＲＬを記入してください。

https://www.city.katsuragi.nara.jp/soshiki/kankyoka/2/6408.html


